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トルコ共和国独立50周年記念

地球科学会議ならびに地質学会に参加して

昨年5月前トルコ地質調査団長番場猛夫氏の後を引

継ぎトルコ共和国M.T.A.研究所に派遣されている

が5月～11月という長いフィｰノレドシｰズンに入っ

たため野外活動が多く殆んどアンカラ市にとどま

ることが出来ずトノレコの地質鉱床学界の近況を報告

できず残念に思っていた.

12月に入りラボの生活に変ると共に今度はレポｰ

トの作成に追われる訳であるカミこの期間はフィｰルド

から多数のジオロシストがアンカラ市郊外のM.T･A･

研究所に帰ってくるためラボの研究レポｰト作成の

合間に1年間のフィｰルドから得られた成果を基礎と

して所内発表会討論会が毎週のように行なわれる

のが恒例のようである.

高島清

昨年はトルコ共和国独立50周年にもあたりトルコ

全体がお祭り騒ぎに湧き非常に賑やかであった.

この中で昨年12月17目から一19目にわたりトルコ地

質学会ならびにM.T.A.研究所共催により地球科学

全般にわたる問題についてアンカラ市の中心にほど近

い水理庁会議室において盛大に行なわれた.

本会議はセミインタナショナルの形式でヨｰロッ

パアメリカアフリカおよびアジアなどの各学会に呼

びかけこれらの国からの参加者を含め約250人以上

にも及ぶ専門家が一堂に会し総会後は統計局水力局

電力局および統計局の4分科会にわかれ夫々の専門

分野における熱心校討論が行なわれた.幸いにもこの

会議に参加することが出来たのでここにその構要を報

M.T.A本館前の全景

M.T.A.本館前ここで学会関係のレセプションが付注われた

M.T.A.総裁
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苦したい.この会議における専門分野と講演件数は

下記の通りであった.

1)地質構造区(内プレｰト理論関係3件)

2)層位

3)地熱水理地質

4)地球物理(地震重力を含む)

5)第四紀

6)鉱床地質

合計

17件

15件

6件

9件

9件

18件

74件

総会のチェアマンはイスタンブｰル工科大学のG.

SAさ工R0組U(サウロノレウ)教授であり記念講演として

M.T.A.総裁S.ALPAN(アルパン)博士その他イ

スタンブｰル科学研究所M.AKARTUNA(アカルツナ)

教授イスタンブｰル工科大学I.KETIN(ケテン)教

授等により夫々の専門領域の知見を加味した興味のあ

る講演が行なわれた.

各分科会については夫々の専門分野の中で興味の

ある講演と討論が行なわれたが外国からの参加者も多

いため主要な演題については英語フランス語ド

イツ語の3ヵ国語による同時通訳が行なわれたたゆ50

名以上の外国人も熱心に討論に加わることができそれ

ぞれの意見見解などをひろうし有益であった.

またこれらの講演の全てについて参加することは

不可能であったので筆者の関係した鉱床関係ならび

にテクトニクスオフィオライト関係の23の問題

についてその要約をのべてみる.

I)プレｰト理論とオフィオライトに関係する問題

プレｰトテクトニクスの地質学的問題については

オフィオライトコンチネンタルドリフトなどの考

え方を加味した数多くの講演カミありそれぞれ特色のあ

る講演であると思われだがこれらの全てに参加する

ことは不可能であった.そこで筆者の参加した2

3のテｰマについてのみその要点を記した.

会会場

◎イスタンブｰル工科大学亘.EmenCOGULU(エルゼ

ンチヨグルウ)

同氏の講演はトルコとシリアの国境地帯Hatay(ハタ

イ)のKizi1dayMassif(クスノレダｰマシフ)のはん

れい岩質岩体の研究を通じてキプロス島との関係に言

及しこの岩体はキプロス島と同様に古テｰチス海嶺と
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ノ･タイ地域のはんれい若々体の分布と第三紀末一第四紀玄

武岩溶岩流の関係を示す

㌧炉

アルプス造山期以後の化石分布

から推定したユｰラシア大陸区

とアフロアラビアン大陸区の境

界線と古テｰチス中央海嶺線と

の♪ヒ較

潔籔

↑

McKEMIc(1970)によ

るプレｰトの境界線�
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キブ日ス島Troodos付近の模式断面図

(R.W.HUT0HINsoNによる)

して形成されたものであろうとのべた.これらは白亜

紀におけるアフリカアラブプレｰトの南方への移動

により形成された地向斜海にその拡大されつつあらた

海域の中央部に塩基性マグマの活動が行校われこれ

らの一連のはんれい岩質岩体が生成されたと論じている.

これらのはんれい岩質岩体は塩基性マグマの中にお

けるFractionalcrytauizationとGravitativeaccumu-

1･tiOnの代表的な例として.ハタイ地区の研究結果をの

べている.そしてハタイ地区のはんれい岩体は下

部のLayeredstructure(層状構造)をもちかつFe1-

d･pathicU1t･am･丘･の挾在する岩体から上部の角閃

石にとむはんれい岩体に移りかわっているとのべこの

上部相はほとんど層状構造が認められ校いとのべてい

る.

また輝緑岩岩脈はキプロスの場合と同様地向斜の

Axia/planeに沿って多数発見されこのよう校現象は

この地域が海洋の“SpreadCentre"であったことを示

す一つのデｰタであると論じている.

アルプス造山運動期に入る白亜紀末から第三紀にわ

たる地殻の運動はプレｰトの動きが逆に転じユｰラ

シア大陸の南方への動きに関係して衝上断層運動が著し

くたりノ･タイマシフや南東アナトリア全域におい

てみられるような大規模なまた重複する衝上断層の発

達と在っていると論及している.

◎フランスナンシｰ大学岩石実験室G.R㏄6i(ロジｰ)

教授

F1anco-Ha1ianA1ps(フランコ･イタリアンアノレプ

ス)からヒマラヤにわたるほぼ東西に伸長する長大珪

造山帯には中生代のオフィオライトが数多く分布して

いる.特にフランスはオフィオライトの研究のため

の良いフィｰルドであり50年前からSTEINMAN等によ

りオフィオライトの生成機構についての一般的なモデ

ノレがつくられていると前提して現在のオフィライト

の研究から得られているその岩石学的特長に言及し

更に之等を誘発した構造運動テクトニクスの問題に

までふれた.

フランスの中生代オフィオライトの特長は下部より

U1trabasicrock(蛇紋岩と変形がんらん岩)

Fe1dspathic(はんれい岩)十Quartzilic(トｰナライト岩)

�捫�

Pi11ow1ava(珪質炭酸塩質堆積層を挾在)

とほぼ黒帯的に分布この複合体の上部は一般に

輝緑岩岩脈により貫ぬかれていると述べた.

更にT･00dOsの古海洋嶺と考えられているような

地域と同様にこのようなDi丑erentiated,Sheeted

IntrusivediabasicComp1exは近代的なプレｰトテク

トニクスの問題を解決する場合の拡大現象の一例として

利用される.

我々のオフィオライトの研究もこのような機構の解

明であるとのべ岩体の組成岩脈の配列オフィオラ

イト帯の連続畦などのデｰタはオフィオライトの形成

条件とテクトニクスの研究についての重要なポイント

の一つとなるだろうと論じた.

◎ドイツハンブルク大学R.趾i皿kmann(ブリンクマン)

(教授)

プレｰトテクトニクスの理論にもとづき中生代にお

いて東部ヨｰロッパとアフロ･アラビアンプレｰトの

Depressとthrustの運動に関連してトルコ中央部の

主要構造帯が形成され現在これらの中に分布するオフ

ィオライトのベルトは海洋プレｰトのre1iCかある

いはオフィオライトの構造形成の際のSubductionの結

果によるもののいずれかであろうと論じている.

これらの現在地表上にみられる現象の中でプレ

ｰト理論に適用されるものには次のよう杜ものがある.

1)Quatemaryfaut11ine(第四紀断層線)

2)Recentdisp1ace皿ent(現在の地殻変動)

3)Distributionofearthquakes(地震帯)

4)Seis孤icobservation(地震観測)

などの例を引用している.

◎その他�
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璽締晶質マシｰフ□欄山帯雇ヨォフイオライ鳩蝋の州1

E.ILHANにより作成されたトルコの主要構造区(1971)

イランの地質調査所M.TAm(タキン)によりイ

ランのZagros(ザグロス)榴曲帯のプレｰト理論上か

らの解析英国のUniversityCO11egeLOndOn地質学

科のR･MAs0Nによる東南部トルコのBit1ismassif

(ビトリスマシフ)の研究などを含めてイランから

トルコ南部帯Taurus(タウノレス)山脈に関連する研究

発表が多くこれらの問題に関連して熱心な討論カミ行な

われた.

1971年当時M.T.A.に派遣された番場氏は北

部ギリシアで行なわれたオフィオライト研究集会に参

加し(地質ニュｰス224号参照)古テｰチス海あるいは

その周辺に分布するオフィオライトの生成に関しジ

ュラ紀のオフィオライトはソレアイトマグマから由来

しスピライトは低度変成作用の産物として2次的

に生成されることを北海道の例を引用して説明してい

る､このような地向斜火成活動は大洋地殻の玄武岩

層の中でも比較的上部の部分から発生したものと考えた

いと述べているカミ今回のコングレスではこの当時の

オフィオライト研究グノレｰプのメンバｰは殆んど参加

していなく主としてプレｰトテクトニクス理論の討

論に終始してしまったのはいささか残念であった.

n)鉱床生成に関する問題

鉱床生成に関する論文は数少なくトノレコ特有のクロ

ｰム鉱床に関してはM.T.A.の鉱床部に所属する

TENGIN博士の発表1件のみであった.

同氏は南西部トルコのKarakaya二Ugk6prかBagdibi

(カラカヤウチュコプノレバディビ)クロｰム鉱床の

母岩であるかんらん岩類中のMagmatic1aye･ingに

ついての発表を行なった,

に満足させる結果を得ており

ていたLaye･ing(層形成)の傾斜は

造的変動の間に反転し

に変ったとのべこの地域のクロｰム鉱床生成の間にお

ける構造的な変化について論及している.

銅･鉛･亜鉛の鉱床に関する報告はなくただ日本

にもよく知られているM.T.A.の前鉱床部長R.

OY畑I0組Uによるトルコ全域の既存資料を基礎とし

て418件の鉱化帯をコンピュｰタｰを利用する統計的

検討から異常図を作成しこの結果からトルコの銅

鉛亜鉛鉱床区として黒海沿岸地区エノレガニ地区と

共に西南部地区カミ重要なポテンジアリティをもってい

ることを示しているとのべている.

そしてこのかんらん岩中の

T･octohte(トロクトライト岩)

の分布成因クロｰム鉱物の

分布C･｡O.Al.O.Fe.O｡の

含有量C工/A1Cr/Fe比など

のデｰタを基礎として成因的

な解明を行なっている.

そしてこのかんらん岩とは

んれい岩との漸移帯であり

di丘erentialcrysta11izationによ

り生成されたと考えられるト

ロクトライト岩についてとく

にかんらん岩の構造と交差する

ような同岩石の生成はクロｰ

ム鉱物の分析結果からも十分

当初東南方向に発達し

かんらん岩の構

西北方向の傾斜を示す層形成

以上の金属鉱物関係の発表に比較してトルコで有名

な棚素鉱物の熱実験モンモリロナイト系粘土鉱物とし

てKirka(クルカ)の棚素鉱物と共に産出するMg一モ

ンモリロン石の鉱物学的実験結果などが注目された.

M.T.A.のU･SUND蛆(スンダル)はM.T.A.と

エディバンクによって推進されている長期計画にもとづ

き中南部トルコのMa･id註g(マズダ)地方の燐酸塩鉱

床の調査狂らびにその経済性について論じた.

そして結論としてP.O.15%以上鉱層の厚さ0.5

m以上のものを工業価値のある稼行鉱石としP.O.

15%以下鉱層の厚さO.5皿以下のものをポテンシアル

鉱石として分類し前者の鉱量を約4400万トン後者の

鉱量約2100万トンを算出しこれらの両者の分類の中で

の可能予想鉱量を含めると総計で13600万トンの燐

酸塩鉱石カミ埋蔵されているとのべている.

そしてE1azig-Sivrice(エラスシプリシェ)のN.

S.P.方式による工場に送鉱するため年間12500トン�
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R.OvALIo肌UによるM.T.A.試料からコンピュｰタｰを使用して考察したデｰタにもとずき上記の3区域が重

要鉱床帯と考えられるとしている

の鉱石は十分にまかないうることを発表している.

M.T.A.の予算編成は3月に初まり2月に終る

ように日本の場合と1月のズレがある.

このためM.T.A.が主力であるトルコ地質学会

は毎年2月末に開催されている.

会場は前年末の国際学会の開催された水理庁会議

室で2月26目から3月2目までの間行なわれた.大

統領のメッセｰジの他新首相となったR.P.P.の

B･Ec町IT新エネルギｰ省大臣となったC.KAYRA氏

他M.T.A.総裁他関係者の講演のあと26目午後か

ら学術講演に入った.

講演内容は国際会議に報告されたものの重複するもの

もあったが元イズミｰル大学の教授であったRB趾

N㎜A㎜による“バリスカン造山運動について"と題

する講演の他は全てトノレコ語で行なわれ我々外人にと

っては理解しにくい点も多かった.

しかし地質学会で発表になった全体で25件の論文

はほぼ国際会議のそれと内容的に同じであり僅かにそ

の点に救いがあったのみである.

この中で最近M.

T.A.からイスタ

ンブｰノレ工科大学に

転任したDr.A.

AYK0Lは彼の博士

論文であるエノレガ

ニ鉱床帯のKedek

地区の地球科学的

探査により得られた

試料にもとづきこ

の地域の銅硫化鉄鉱

床は中生代末から古

第三紀につづくオ

フィオライト帯生成

期に行なわれた地

向斜帯中の塩基性火山活動の結果生成された噴気堆積

性によるものであろうとのべている.

この中でErgani鉱床については地向斜帯中の火

山活動にともなわれた鉱化作用が比較的地下深部の

Hypothema1な交代性環境の下で行なわれ後に隆起

運動の結果地表部に露出したものではなかろうかと論

じている.これらの考察に関しては日本専門家グノレ

ｰプとしてこの地域の探査計画ならびに技術指導に

たずさわっている我々としても興味深いものカミあっ

た.

最後になったがトルコで最近最も有名な鉱床とし

て注目されているものに棚砕鉱床がある.

中西部トルコに広く分布するこれらの含水捌酸塩鉱物

を主とする鉱床は新第三系以後の湖水などに生成され

た火山噴気から断層割目たどに沿って供給された棚

酸曹達マグネシウム柱どの元素が湖水中に生成さ

れつつあった堆積層中に濃集し形成されたと考えられ

る噴気堆積性と考えられている.

最近のエディバンクの発表によると約5億トンにも

地質学会会場前�
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及ぶ鉱量が確認されており世界の主要棚酸塩鉱物生産

地の一つと放っている.

鉱床の性質上棚酸塩鉱床はその産地ごとに主要鉱

物が異なりpandermite(Bandirma(バンデイルマ)

付近)Co1emanite(Emet(エメット)鉱山)Meyer-

ho丘erite,U1exite(Bigadic(ビガデイフ)地方)Tinca1

(テインカル)(Kirたa付近)と千差万別でありこの

よう恋鉱物の種類についてHacettepe(ハジェテペ)大

学のO･BAYs蛆(バイサル)教授は数多くの鉱物同

定を行なっている.

今回の学会発表では特にMgに富む棚酸塩鉱物の

トルコ油岡

地帯の展示

2Ca03B男035H20-

2Mg03B壇037H20-H20

系における相関係図

C.L.C冊IsT等による
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同定を化学分析とX線回折のデｰタを基礎として行狂

っている.そして特にSarikaya(サルカヤ)付近の

Mgに富む鉱物の同定からKumakoviteとInderborite

との相関関係をC.L.C亘RIsT(クリスト)等により作

成された相関係図を基礎としてCaMgなどのイ

オン交換の相定について論及し興味をもたれた.

地質学会が前年末に行なわれた地球科学会議に比較

していささか低調であったがこれはトルコ語によ

る講演だけであったということよりも地球科学会議が

独立50周年を記念して盛大に行なわれまた講演がこ

の際の講演と重複するものが
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多かったという運営上の問題に

よるものではないかと考えられ

た.

しかしトルコの地質専門家

学生は比較的熱心に質疑を交換

している有様は世界各国共通

のものでありトルコの地質学

の将来のために喜ばしい限りで

ある.

(筆者は鉱床部現トルコM.T.A.

に派遣中)

サルカヤ棚酸塩鉱床のKumakovite,Inde-

rite,InderboriteのX線回折グラフ�


